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事 項 イネばか苗病発生圃場からの胞子飛散が周辺圃場の種子保菌に及ぼす影響

近年、減農薬栽培の増加に伴い、イネばか苗病が県内各地で散見されている。本病は種

ね ら い 子伝染性病害であり、発病・枯死した株（写真）からの胞子飛散による種子感染が主要伝

染経路である。そのため、採種圃への胞子飛散による汚染が懸念されている。

そこで、イネばか苗病発生圃場の周辺圃場からサンプリングした種子の保菌状況を調査

した結果、周辺圃場の種子の保菌に与える影響について明らかにしたので、参考に供する。

１ 距離との関係

種子の保菌状況は、発生圃場に近いほど多く、

距離が遠くなるにしたがい、指数関数的に減少

指 する。

導 ２ 伝染源の規模による違い

種子の保菌状況にみられる連続的な減少は、

参 伝染源の発生規模（発生面積と枯死株率）によ

り異なり、発生規模の大きい場合は伝染源から

考 200ｍ程度離れても見られることある。

内

容

期 待 さ れ る 効 果 採種圃場周辺でイネばか苗病が発生した場合、採種圃への影響の目安として活用できる。

１ 種子の保菌状況は、育苗試験による発病で評価しているため、浸種中の二次感染や未

利 用 上 の 注 意 事 項 発病の保菌籾などにより、「真の保菌状況」とは異なる可能性がある。

２ イネばか苗病は空気伝搬するので、微気象風向などにより、伝染源から離れた地点で

も種子が感染する可能性がある。
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写真 白色粉状の胞子が大量に形成さ

れた枯死株
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【根拠となった主要な試験結果】

図 イネばか苗病発生圃場の周辺圃場から採種した種子の発病状況

（注）１ 事例１から４は発生規模（発生面積と枯死株率）の大きさ順とした。

２ 品種は「つがるロマン」ほか、供試籾は採種後、水選、無消毒で翌年に播種
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事例１：甚発生圃場の周辺圃

場から採種

伝染源の枯死株率：10.7％

（徒長株含む）

伝染源の発生面積：190a

採種年：平成18年

採種地：一般圃場

事例２：多発生圃場の周辺圃

場から採種

伝染源の枯死株率：16.4％

伝染源の発生面積：7.2a

採種年：平成23年

採種地：境松圃場

伝染源圃場からの距離（ｍ）

伝染源圃場からの距離（ｍ）
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事例４：少発生圃場の周辺圃

場から採種

伝染源の枯死株率6.5％

伝染源の発生面積：1.6a

採種年：平成19年

採種地：境松圃場

１m地点は発病苗率17.1％

のため省略。
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事例３：中発生圃場の周辺圃

場から採種

伝染源の枯死株率：16.2％

伝染源の発生面積：5.9a

採種年：平成21年

採種地：境松圃場

伝染源圃場からの距離（ｍ）

伝染源圃場からの距離（ｍ）

白抜きマーカーは無発病を示す

白抜きマーカーは無発病を示す

白抜きマーカーは無発病を示す

白抜きマーカーは無発病を示す
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